
注記事項（一般業務勘定）

１．貸借対照表関係

該当事項はありません。

２．キャッシュ・フロー計算書関係

　資金の期末残高の貸借対照表科目の内訳

現金及び預金 円
資金期末残高 円

３．行政サービス実施コスト計算書関係

　引当外退職給付増加見積額に関する注記

４．退職給付関係

　（１）採用している退職給付制度の概要

　（２）退職給付債務に関する事項

期首における退職給付債務 円
　勤務費用 円
　利息費用 円
　数理計算上の差異の当期発生額 円
　退職給付の支払額 円

円
円

期末における退職給付債務 円

3,501,142,150
3,501,142,150

　行政サービス実施コスト計算書における引当外退職給付増加見積額は、国又は地方公共団体
からの出向職員に係るものであり、対象者数は2名です。

　過去代行返上による減少額

 当法人は、職員の退職給付に充てるため、積立型、非積立型の確定給付制度を採用していま
す。確定給付企業年金制度（積立型制度である。）では、給与と勤務期間に基づいた一時金又
は年金を支給しております。
 退職一時金制度（非積立型制度である。）では、退職給付として、給与と勤務期間に基づい
た一時金を支給しています。
 当法人が加入する建設関係法人厚生年金基金は、平成２９年５月１日付で厚生労働大臣から
過去分返上の認可を受けています。これにより、当事業年度において413,024,776円の臨時利
益を計上しています。
 また、基金の権利義務は各法人個別の規約型企業年金に継承されることとなりましたが、当
法人は平成２９年５月１日付で厚生労働大臣から規約型企業年金の設立及び終了の認可を受け
ております。これにより、当事業年度において45,851,168円の臨時損失を計上しています。

①退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

1,216,633,306
9,643,145

922,702
△ 361,131,028
△ 45,234,181

257,919,849

△ 386,091,686
△ 176,822,409　退職給付制度終了による減少額
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期首における年金資産 円
　期待運用収益 円
　数理計算上の差異の当期発生額 円
　事業主等からの拠出額 円
　退職給付の支払額 円
　退職給付制度終了による減少額 円
期末における年金資産 円

③退職給付債務及び年金資産と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び前払年金費用
 の調整表

積立型制度の退職給付債務 円
年金資産 円
積立型制度の未積立退職給付債務 円
非積立型制度の未積立退職給付債務 円
小計 円
未認識数理計算上の差異 円
貸借対照表に計上された負債と資産の純額 円
退職給付引当金 円
貸借対照表に計上された負債と資産の純額 円

④年金資産の主な内訳

年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりである。
現金及び預金 7.3 ％
代行返上に伴う責任準備金相当額の前納分 92.7 ％
合 計 100.0 ％

　（３）退職給付費用に関する事項

区分 自 平成29年4月1日　至 平成30年3月31日
勤務費用 円
利息費用 円
期待運用収益 円
数理計算上の差異の費用処理額 円
掛金拠出額 円
退職給付費用 円

　（４）退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

①長期期待運用収益率の設定方法に関する記載

②数理計算上の計算基礎に関する事項

割引率 0.40 ％
長期期待運用収益率 0.01 ％

△ 85,783,646
95,865,053
95,865,053

76,271,150
△ 76,271,150

0
181,648,699
181,648,699

△ 647,114
12,292,760

年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の配分と、年金
資産を構成する多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益率を考慮しています。

期末における主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表しています。）

95,865,053

9,643,145
922,702

△ 1,731
2,375,758

355,394,131
1,731

②年金資産の期首残高と期末残高の調整表

△ 212,653,683
647,114

△ 470,425
△ 66,647,718

76,271,150
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５．重要な債務負担行為

該当事項はありません。

６．金融商品に関する注記

　（１）金融商品の状況に関する事項

　（２）金融商品の時価に関する事項

　平成30年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりです。

（注１）負債に計上されているものについては、（　　）で示しています。
（注２）金融商品の時価の算定方法

７．重要な後発事象

該当事項はありません。

0

　①現金及び預金、③未収金は、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいこと
から、当該帳簿価額によっています。

　②有価証券、④投資有価証券は、満期保有目的の債券であり、満期までの金利変動による価
格変動のリスクを認める必要がないことから、償却原価法に基づいて算定した当該帳簿価額に
よっています。なお、本債券の時価については、取引金融機関から提示された価格によってい
ます。

②有価証券 200,380,526 200,320,000 △ 60,526

①現金及び預金 3,501,142,150 3,501,142,150 0

　当法人は、資金運用については預金及び公債に限定し、資金調達については一般業務収入に
より事業実施の財源が適宜手当されているため、金融機関等からの資金調達は行っていませ
ん。
　未収金は、1年以内の入金期日であり、未収金に係る取引相手の信用リスクについて、取引
先の入金状況を定期的に確認し、取引先ごとに期日及び残高を管理することでリスクの低減を
図っています。
　未払金は、1年以内の支払期日となっています。

（単位：円）

勘定科目

③未収金 772,862,560 772,862,560 0

貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

51,941,260④投資有価証券 1,005,358,740 1,057,300,000

　⑤未払金は、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価
額によっています。

⑤未払金 (238,647,569) (238,647,569)
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